
【管理運営状況公表様式】 

平成２８年度 青森県聴覚障害者情報センターの管理運営状況 

 

県所管課 健康福祉部障害福祉課 

指定管理者 
一般社団法人 青森県ろうあ協会 

 会長 小沢 千枝子 

指定期間 平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

１ 管理業務の実施状況 

業務区分 概   要 

手話通訳者、要約筆記者

等の養成を行う業務 

国のカリキュラムに沿って、手話通訳者、要約筆記者等を養成す

るための講習会を開催した。 

聴覚障害者に対する各

種の相談、指導訓練、情

報提供等を行う業務 

聴覚障害者の生活・職業等各種相談を行うほか、手話講習会等の

指導訓練、情報機器の貸出し・施設の開放により情報提供を行っ

た。 

施設及び設備等の維持

管理に関する業務 

法令等に則り、日々又は定期に清掃及び各種設備の保守管理を行

い、適切に施設及び設備等の維持管理を行った。 

 

２ 管理施設の利用状況 

利用指標 年 度 計 画 実 績 計画対比 前年度対比 

利用人数 

（人） 

Ｈ２５ ５，０００ ６，５３５ １３０．７％ １０８．６％ 

Ｈ２６ ５，０００ ６，４０８ １２８．２％ ９８．１％ 

Ｈ２７ ６，０００ ６，４７２ １０７．９％ １０１．０％ 

Ｈ２８ ６，０００ ５，７５９ ９６．０％ ８９．０％ 

聴覚障害者用録画

物（ビデオ・ＤＶ

Ｄ）貸出件数 

（件） 

Ｈ２５ １５０ １４９ ９９．３％ ８６．６％ 

Ｈ２６ １２０ １５７ １３０．８％ １０５．４％ 

Ｈ２７  １９３  １２５．５％ 

Ｈ２８  １６９  ８７．６％ 

手話通訳者養成講

座の修了者数  

（人） 

Ｈ２５ 

基本課程 １２ 

応用課程 １２ 

実践課程  ５ 

基本課程 １１ 

応用課程  ９ 

実践課程  ９ 

９１．７％ 

７５．０％ 

１８０．０％ 

１００．０％ 

１１２．５％ 

８１．８％ 

Ｈ２６ 

基本課程 １４ 

応用課程 １０ 

実践課程  ７ 

基本課程 １２ 

応用課程  ５ 

実践課程  ６ 

８５．７％ 

５０．０％ 

 ８５．７％ 

１０９．１％   

５５．６％ 

６６．７％ 

Ｈ２７ 
基本課程 １４ 

応用課程 １４ 

通訳Ⅰ １２ 

通訳Ⅱ １６ 

８５．７％ 

１１４．３％ 

１００．０％ 

３２０．０％ 

Ｈ２８ 
通訳Ⅰ １４ 

通訳Ⅱ １２ 

通訳Ⅰ  ７ 

通訳Ⅱ １５ 

５０．０％ 

１２５．０％ 

５８．３％ 

９３．８％ 



要約筆記者養成講

座の修了者数 

（人） 

Ｈ２５ 基礎・応用１５ 
基礎課程 １４ 

応用課程  ３ 
１１３．３％ １０６．３％ 

Ｈ２６ 基礎・応用１５ 
基礎課程  ８ 

応用課程 １０ 
１２０．０％ １０５．９％ 

Ｈ２７  １０ １６ １６０．０％  

Ｈ２８      １４          １５ １０７．１％ ９３．８％ 

【増減理由】 

・利用人数：市町村や関係機関に対し、講座案内等を配布するとともに、施設見学及び施設利

用依頼を積極的に受け入れたが、土・日曜日に実施する養成講座の拡充に伴い、貸館できる

部屋が不足し他会場を使用する講座もあったことから施設利用人数としては減少となった。 

・聴覚障害者用録画物貸出件数：利用案内の配布や新番組の紹介等ＰＲに努めたが、民間事業

者からの貸出利用者の増により対前年度に比し減少となった。 

・手話通訳者養成講座修了者数：受講者の選考試験及び修了試験を行った結果、修了者数とし

ては減少しているが、登録試験に向けて段階的指導を行った結果、登録試験の合格率は２８．

５％（前年度１６・６％）と大きく上回った。 

・要約筆記者養成講座修了者数：早期から周知・募集したものの受講者の確保につながらず修

了者数は減少したものの、登録試験に向けた指導により、昨年に続き４名が登録試験に合格

することができた。 

（その他） 

手話通訳者養成講座の通訳Ⅰ及びⅡはそれぞれ前年度までの基本課程及び応用課程に相当。 

 

３ 評価結果 

評価項目 指定管理

者自己評

価 

県所管課 

評価 コメント 

①サービスの維持・向上に

向けた取組みが適切に行

われているか。 ４ ４ 

各種講座や講習会において講師の打合せ会

及び反省会を実施することで、計画的にサー

ビス提供をすることができた。また関係事業

への職員派遣等を行い、職員の資質向上に努

めた。 

②利用促進に向けた取組み

が適切に行われているか。 

 
４ ４ 

関係機関及び団体に施設案内や講座等の案

内を配布することで施設のＰＲをし、積極的

な施設見学及び施設利用の依頼を受け入れ

た。 

③施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 ４ ４ 

施設設備の保守点検を計画通り実施し、施設

の安全利用に配慮している。また経年劣化や

更新が必要な設備が増えていることから職

員の日常点検による早期の対処が必要であ

る。 

④緊急時の対応・安全管理

などの危機管理が適切に

行われているか。 

４ ４ 

テレビ電話を活用した情報収集体制を設け

る等、適正に取り組んでいる。 

⑤指定管理料が適正に執行

されているか。 
３ ３ 

経理状況等に問題はなく、適正に執行してい

る。 



⑥成果目標達成のための努

力が行われ、成果が上がっ

ているか。 
３ ３ 

施設利用者を増やすため積極的な受入や案

内を配布し、また各種養成講習においては計

画的な運営を行うことによって概ね目標数

値に近い実績を上げている。 

⑦その他法令等を遵守した

管理運営が行われている

か。 

４ ４ 

基本協定書の「個人情報取扱特記事項」を遵

守し、適正に取り組んでいる。 

総合評価 ４ ４ 

施設整備、各種事業の展開及び経理状況にお

いて計画的に運営されており特に問題点は

なく、施設利用者からのアンケートにおいて

も概ね高評価を受けている。 

○評価基準 

５（秀）：業務水準書等の内容を上回り、特筆すべき実績をあげている。 

４（優）：業務水準書等の内容を上回り、優れた実績をあげている。 

３（良）：業務水準書等の内容が満たされている。 

２（可）：業務水準書等の内容が満たされず、一部改善を要する。 

１（不可）：業務水準書等の内容が満たされず、重大な改善を要する。 

 


